
 

 

公益財団法人出雲市芸術文化振興財団平田本陣記念館施設管理規程 

 

公益財団法人出雲市芸術文化振興財団（以下｢財団｣という。）が、平田本陣記念館（以下｢記念館｣と

いう。）の指定管理者として指定期間における記念館の管理運営について、出雲市都市公園条例（以下

「条例」という。）及び平田本陣記念館管理規則(以下｢規則｣という。)に基づき、記念館の利用に関す

る管理マニュアルを定め、その適切な管理運営に資するものである。 

 

（休館日 条例第１４条別表第５） 

第１条 記念館の休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、公益財団法人出雲市芸術文化振興財団理

事長（以下｢理事長｣という。）が必要と認め、市長の承認を得たときは、休館日に開館し、又は臨時に

休館日を定めることができる。 

（１）年始(１月１日から同月３日まで) 

（２）年末(１２月２９日から同月３１日まで) 

（３）火曜日 

 

(開館時間 条例第１４条別表第５) 

第２条 記念館の開館時間は、午前９時から午後５時までとする。ただし、理事長が特に必要があると認

め、市長の承認を得たときは、開館時間を延長し、又は短縮することができる。 

 

 (利用の承認 条例第１１条、規則第３条、規則第４条) 

第３条 記念館の施設又は附属設備等(以下「施設等」という。)を利用しようとする者は、あらかじめ理

事長に利用承認申請書（様式第１号）を提出しなければならない。理事長は、利用申請を承認したとき

は、利用承認書(様式第２号)を申請者に交付するものとする。 

２ 前項の承認を受けた者が、承認に係る事項を変更しようとするときには、利用変更承認申請書（様式

第３号）を提出しなければならない。理事長は、利用変更申請を承認したときは、利用変更承認書(様

式第４号)を申請者に交付するものとする。 

３ 利用受付に関することは、下記のとおりとする。 

（１）利用受付の手続は、次のとおりとする。 

① 利用しようとする者は、来館または電話で利用希望の施設の空き状況を確認し、仮予約をする。 

仮予約の候補は２件までとする。 

② 仮予約期間は１週間とし、仮予約日の１週間後の同じ曜日までに利用承認申請書を提出しなけれ

ばならない。利用承認申請書が提出されない場合は、理事長は仮予約を取り消すことができる。 

（２）利用受付の開始日は、利用を開始する日の属する月の初日の１年前とする。 

（３）利用受付の締切日は、原則として利用の前日とする。ただし、対応可能な場合は当日でも受け付

けることができる。 

（４）利用受付時間は、午前８時３０分から午後５時までとする。 

（５）利用受付開始日の受付は、来館者を優先し先着順に行い、午前８時３０分までに来館した者で希 

望日が重複した場合は、話合いで決定する。話合いが不調の場合は抽選により決定する。来館者の 



 

 

利用受付終了後、電話の利用受付を開始する。 

（６）次に掲げるものは、利用開始日の 1年以上前であっても受け付けることができる。 

① 中国地区以上の規模を要する催し物 

② 国、地方公共団体、学校、幼稚園及び保育所が主催する県規模の催し物 

③ 公共団体又はこれに準ずるものが定期的に行う催し物 

④ その他、理事長が特に必要と認める催し物 

（７）連続利用できる期間は、全施設とも５日間とする。ただし、理事長が必要と認める場合はこの限 

りではない。 

（８）開館時間（午前９時から午後５時まで）外の貸出しは、本番又はそれに準ずる利用のときに限り

認める。 

４ 利用にかかる変更は、原則として１回のみとし、取り扱いは以下のとおりとする。なお、起算日は利

用開始日の前日とする。 

施設名 利用日、利用期間の変更 変更による利用料算定 

本館 

展示館 

茶室 

利用開始日の７日前まで可能 

不足額が生じた場合：追徴する。 

過納額が生じた場合：６ヶ月前までは差額の 

８割を還付する。 

:７日前までは差額の 

５割を還付する。 

          :６日前以降は還付しない。 

５ 理事長が、利用承認しないことができる基準は条例第１１条第２項、承認の取消し等をすることが

できる基準は規則第５条の規定による。 

 

（施設利用料 条例第１２条） 

第４条 施設利用料は、別表１とする。 

２ 施設利用料は前納とし、利用承認書を交付する際に請求する。納入期限は、請求書発行日から２週

間以内とする。請求書発行日から利用日までの期間が２週間ない場合は速やかに徴収する。 

（１）次の場合は、利用後に施設利用料を徴収することができる。 

①国、地方公共団体（学校、幼稚園及び保育所を含む） 

②公共的団体で理事長が認めるもの 

③公共団体等から補助金、助成を受けて行うもの 

④文化団体やその他の団体で、理事長が認めるもの 

 

（入場料及び利用料の減免 条例第１２条、規則第８条、規則第９条） 

第５条 条例第１２条の規定により、記念館入場料または利用料の減免または免除を受けようとすると

きは、入場料等減免申請書（様式第８号）を提出しなければならない。記念館入場料については、以

下のとおり減免または免除とする。 

 

 

 

 



 

 

号 減免対象事項 減免額または免除 

１ 市内の保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援

学校、大学及び専修学校(以下「学校等」という。)の児童ま

たは生徒が保育、教育活動の一環として教職員に引率されて

入場する場合 

入場料（引率者を含む。）の全額 

２ 身体障害者手帳の交付を受けた者及びその介護者、厚生大臣の 

定めるところにより交付された療育手帳の交付を受けた者及び

その介護者、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者及びその

介護者または戦傷病者手帳の交付を受けた者及びその介護者が

入場する場合  

入場料の５割相当額 

（１）２号に該当する者は、当該手帳の提示をもって申請にかえることができる。 

 

２．利用料については、以下のとおり減免または免除とする。 

号 減免対象事項 対象施設 対象料金 減免額 

1 市内の保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別 

支援学校、大学及び専修学校(以下「学校等」という。) 

が主催して、児童、生徒及び学生のために教育的、文化的 

な催事を行う場合 

全施設 

 

施設利用料、

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

５割 

相当額 

2 学校等が児童、生徒及び学生のために本番を伴わない練習 

(１号の催事のためのリハーサルに利用する場合を除く。) 

で利用する場合  

全施設 施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

５割 

相当額 

3 国、地方公共団体又は公共的団体が行う慈善事業であって 

、その純益の全部を善意の目的に利用する場合  

全施設 施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

３割 

相当額 

4 市内の文化協会、当該加盟団体及び出雲市芸術文化活動団 

体支援補助金交付要綱（平成２４年出雲市告示第２３５ 

号）第２条に規定する補助要件を満たす団体が主催して、 

文化的な催事を行う場合 

全施設 

 

施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

３割 

相当額 

5 身体障害者手帳の交付を受けた者、都道府県知事若しくは 

指定都市市長の交付する療育手帳の交付を受けた者、精神 

障害者保健福祉手帳の交付を受けた者又は戦傷病者手帳 

の交付を受けた者が利用する場合  

全施設 

 

 

 

施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

５割 

相当額 

6 前号に掲げる者が概ね過半数を占める団体が利用する場 

合  

全施設 

 

施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

５割 

相当額 

7 ５号に掲げる者の福祉の向上を目的とした団体が主催す 

る大会等に利用する場合で、同号に掲げる者が 1名以上参 

加する場合  

全施設 

 

 

施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

５割 

相当額 

8 芸術文化活動や文化振興を目的とする市内の個人又は団 

体が入場料等を徴収して催事を行う場合（入場料等の額 

が、１,０００円以下かつ非営利目的で施設を利用する場 

合に限る）（文ス第７８４号平成２７年３月２５日） 

全施設 

 

 

 

施設利用料 

 

入場料 

等加算 

額 

 



 

 

9 出雲総合芸術文化祭事業計画検討委員会及び出雲芸術ア 

カデミー企画会が作成する事業計画に基づき事業を行う 

場合（文ス第７８４号平成２７年３月２５日） 

全施設 施設利用料 

 

 

 

入場料 

等加算 

額 

 

10 学会、研究大会等の公共性の高い催し物であって、当該団 

体の会員等特定の者を対象に入場料等を徴収する場合 

(文ス第７５６号平成２８年１月２９日) 

全施設 

 

施設利用料 

 

入場料 

等加算 

額 

 

11 地区災害対策本部や自治協会等の自主防災組織が防災訓

練を実施する場合（文ス第２７８号平成２７年７月７日） 

全施設 

 

施設利用料、 

冷暖房料、 

設備器具利

用料 

全額 

12 前各号に掲げるもののほか、理事長が特に必要と認める場 

合  

全施設 

 

当該利用料において 

理事長がその都度定 

める額 

 

（１）１号及び２号については、複数校が合同で利用する場合は減免の対象としない。 

（２）２号のリハーサルについては、照明音響の技術員を配置し、各種舞台装置を利用しておおむ 

ね本番同様で利用する状態をいう。 

（３）２号、８号、９号及び１０号を除く各号においては、減免適用は本番日のみとする。 

（４）４号及び８号の減免対象がどちらも該当する場合は、重複して適用する。 

（５）４号については、出雲市から「文化施設における使用料減免対象団体」として承認された 

団体に適用する。減免対象団体の加盟団体については、申請時に添付された加盟団体名簿 

に記載された団体を対象とする。（文ス第３０３-１８号平成２７年８月１２日） 

（６）５号については、減免申請書提出時に、各種手帳の提示を求めることができる。 

 

（施設利用料の還付 条例第１２条、規則第１０条） 

第６条 施設利用料について、利用の承認を受けた者（以下「利用者」という。）が利用の中止又は利 

用料が減額となる変更をした場合は、利用変更承認申請書が提出された時点で、変更前後の差額に以 

下の還付率を乗じて得た額を還付する。 

ただし、利用変更承認申請書が提出された時点で施設利用料が未納の場合（後納を認めた利用者を 

含む）は、変更前後の差額から還付率を乗じて得た額を差し引いた額をキャンセル料として徴収する。 

（本館・展示室・茶室）     利用開始日の６ヶ月前まで   ８０％ 

利用開始日の７日前まで    ５０％ 

 

（利用料の算定と解釈について 条例第１２条別表４、及び文ス第７８２号平成２７年３月２５日、文

ス第７７３号平成２８年２月１２日） 

第７条 利用料を算定する基準は、条例別表４により定める。なお、算出した額に１円未満の端数があ

るときは、その端数を切り捨てる。 

２ 入場料、その他これに類する料金（以下「入場料等」という。）を徴収して利用する場合は、基本

利用料の１０割相当額を加算する。入場料等の解釈について、受講料、検定料、参加費等の名目に係

わらず、一定の金員を支払わなければ入場させない場合は「入場料等」と見なす。ただし、公共団体

や公益法人、商工会議所、商工会が検定、資格試験を行うために検定料、受験料等を徴収し、入場さ



 

 

せる場合は対象としない。また、「入場料等」を事前に徴収する場合も加算の対象とする。 

３ 営利を目的として施設を利用する場合は、基本利用料の１０割相当額を加算する。営利目的の判断

基準は、「個人や団体等が、何らかの利益を得ることを目的として利用する場合」とする。ただし、

営利を目的として利用する場合であっても、その団体の内部のみを対象として利用する場合は、非営

利目的として取り扱う。 

（１）次に掲げるものは、営利目的利用として扱う。 

①営利を目的とした興業を行う場合。 

  ②何らかの利益を得ることを目的として、商談会、商品展示会、商品説明会及び体験会等を行う場

合。 

  ③営利団体が、自身の名称、イメージ等の浸透及び宣伝を目的とした事業を行う場合。 

  ④民間営利社会教育事業者などの営利団体が主催し、月謝を徴収する各種教室及び塾等を行う場合。 

⑤非営利団体の利用で、その利用目的が、物販等の明らかに営利目的である場合。 

（２）次に掲げるものは、非営利目的利用として扱う。 

  ①営利団体が、物販を伴わずに、その団体の内部のみを対象として、会議利用する場合。社員研修 

代理店、テナント等の会議（外部からの顧客を招いて商談をする場合は、営利目的利用とする。）。 

③ 企業等が、入社式等のために利用する場合。自社の面接等（外部からの施設利用者が想定され 

ないもの）。 

③企業等が、国、地方公共団体が主催する催しを受託し利用する場合。 

４ 開館時間（午前９時～午後５時）以外の貸出は、1 時間につき基本利用料（加算額含む）に５割相

当額を加算した額とする。 

５「冷暖房料」については、1時間につき基本利用料の３割相当額を徴収する。 

 

（設備器具利用料 条例第１２条、規則第１１条） 

第８条 設備器具利用料を算定する基準は、規則第１１条とし、設備器具利用料は別表２とする。 

 

 (特別の設備 条例第６条、規則第１６条) 

第９条 設置物については、以下のとおりとする。 

（１）看板（掲示物を含む）は、建物と環境に調和するもので、公の施設の品位を損なわないも 

のであること。 

（２）設置（貼付）は利用当日に限り認めるものとし、場所は職員の指示に従うこと。 

 

(利用者の遵守すべき事項 条例第６条、規則第７条) 

第１０条 利用者は、次にかかる事項を遵守しなければならない。 

１ 火気の使用について、直火を扱う機器の館内使用は、禁止とする。 

２ 下記の行為を行なう場合は、特認行為許可申請書を提出し、館長の許可を受けなければならない。 

（１）施設・敷地内において、寄付金を募る場合。 

（２）施設・敷地内において、飲食の提供を行なう場合。 

本館、展示館での飲食は、原則として認めない。ただし、多人数の集会の場合、主催者の指示の



 

 

もとに一定の時間を限って、同時に弁当等の食事をとる場合は、この限りではない。なお、アルコ

ールを伴う飲食は一切認めない。 

（３）施設・敷地内において、物品の販売展示を行なう場合。  

（４）施設・敷地内において、仮設工作物等を設置する場合。原則として、館内における催し物に付帯

した行為に限る。 

（５）コンセントの電力制限を超えるため、分電盤を使用する場合。 

（６）その他必要な行為を行う場合。 

３ 貸出時刻は、原則として借上開始時刻からであるが、状況に応じて１０分前からの貸出しを認める。 

４ 備品の館外貸出は、原則として認めない。 

５ 防火管理上必要な手続きを、本番日の２週間前までに行う。 

（１）露店等の開設届出書  提出先：出雲市消防本部 

（２）禁止行為の解除承認申請書  提出先：出雲市消防本部 

（３）消防用設備等（自動火災報知設備）一時機能停止許可願書 提出先：出雲市消防本部 

 

  

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

 （この規程の失効） 

２ この規程は、平成３３年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

別表２ 

平田本陣記念館 設備・器具利用料金表 

 

 
番号 品名 単位 料金 

 

 
1 展示パネル 1 枚 113 円 

 

 


